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楽園はよみがえるか
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冬
の
カ
イ
ツ
ブ
リ

カイ
ツブリ通信

I nform ation 2012年1月～2月 人々アートマーケ
ッツと

ヘブンアーティストな その
2

その2オナガガモ

近付いてファンサービス。
体にこすれた真鍮のギターが輝きます。

　首からハーモニカを下げ、
ギターをかき鳴らすと、辺り
の空気が一変。ブルームダス
ター・カンさんの歌うブルー
スに、観客も体でリズムをとっ
て応えます。
　27歳の頃、エルモア・ジェー
ムスにインスパイアされ、以来
ブルースに没頭。うなり声には
年季が入ります。「歌詞が韻を
踏んでいて、自然とメロディに
なっていく。だから、英語オン
リー」。観客には外国の人も多

く、その一人が新聞記者だったことから外国人記者クラブで演奏し、好
評を博しました。「本物のブルーズメン」と言われる由縁です。
　定位置は吉祥寺駅からの公園の入口、七井橋のたもとの売店脇。池の
ほとりの柵やベンチが特等席で、年配の常連さんは腰掛けてライブを
堪能します。小さな子が近寄ると腰をかがめて演奏し、若者が即興で
指笛を合わせます。ひとしきり歌うと、「サンキュー」とつぶやいて
ライブ終了。遠方のライブにお声がかかったとき以外は、土日祝日
に欠かさず公園に立ちます。

　首が長いスマートなカモです。ロシア北東部で繁殖し、
日本には冬越しと来期の繁殖相手を見つけるためにやって
来ます。オスは、到着時はメスに似て地味ですが、ほどな
く鮮明な繁殖羽に換わり、尾羽が細く長く伸びます。
　一見似ているカモも、種類によって形や色に違いがあ
り、好きな食べ物や環境が異なります。オナガガモが好き
なのは、本来はその体型が活かせる水が深めの場所だと思
いますが、もっと好きなのは「エサやり」がある所です。
ハクチョウを餌付けしている観光地で、ハクチョウがおび
ただしい数のオナガガモに囲まれている光景を見たことが
あると思います。井の頭池に来始めたのは1970年ごろで、

http://homepage2.nifty.com/tnt-lab/

カイツブリは、得意の

潜水で小魚やエビを捕
ま

える、小さな水鳥です
。

池や川にカップルで縄
張

りを作って暮らし、子
育

てをします。

メス(中央)に求愛す
るオスたち。オスの
尾羽が長くなったの
は、より尾羽の長い
オスがメスに選ばれ
続けた結果だと言わ
れる。

ピークの90年代には1300羽を超えたこともあります。来園
者のエサやりがオナガガモを呼び寄せたのです。
　2007年3月1日に「エサやり自粛キャンペーン」が始まり
ました。たくさんいたオナガガモは、その翌日は減りませ
んでしたが、翌々日に激減しました。近くのエサやりのあ
る公園へ一斉に移動したのです。ほかにも、他の種類のカ
モの真似をしたり、新たな採食法を編み出したりと臨機応
変で、頭の良さを感じさせるカモです。
　現在の井の頭池のオナガガモは、自然文化園の水鳥の餌
を頂戴するもの、たまにしか来ないエサやり人をあてにす
るもの、自分の力で地道に食べ物を探すものなど、さまざ
まな方法で暮らしています。エサやり自粛以前はいなかっ
た神田川で採食しているものもいます。同じカモでも個性
があるのです。以前と比べると激減した井の頭池のオナガ
ガモですが、他の種類のカモとの違いや、個性の違い、頭
の良さなどを観察するには十分です。手軽で面白いカモ観
察をぜひどうぞ。

　

前
号
で
１
羽
に
な
っ
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
発
刊
さ
れ

た
こ
ろ
に
は
２
羽
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
３
羽
見
た
と
い
う

証
言
も
あ
り
ま
す
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
移
動

が
多
い
季
節
で
す
。
親
元
を
離
れ
た
若
鳥
や
、
冬
は
凍
り
つ
く
地

方
の
成
鳥
が
移
動
す
る
か
ら
で
す
。

　

冬
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
は
色
が
薄
く
ぼ
け
た
感
じ
の
、
い
わ
ゆ
る

「
冬
羽
」
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
カ
モ
の
よ
う
に
一
気
に
換
羽
す

る
こ
と
は
な
く
、
し
か
も
そ
の
時
期
は
個
体
に
よ
り
ま
ち
ま

ち
で
す
。
井
の
頭
池
の
カ
イ
ツ
ブ
リ
は
2
0
0
9
年
と

2
0
1
0
年
に
は
1
月
に
卵
を
産
み
、
子
育
て
を
し
ま
し
た
。

水
温
が
下
が
る
と
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
動
き
が
鈍
く
な
り
、
た
く
さ
ん

い
る
稚
魚
を
捕
食
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
の
と
き
の

カ
ッ
プ
ル
は
ず
っ
と
「
夏
羽
」
の
ま
ま
で
し
た
。
カ
イ
ツ
ブ
リ
が

い
つ
換
羽
す
る
か
は
個
体
の
繁
殖
意
欲
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、「
夏
羽
」「
冬
羽
」

で
な
く
、「
繁
殖
羽
」「
非
繁
殖
羽
」

と
呼
ぶ
の
が
正
し
い
で
す
。

　

今
見
か
け
る
井
の
頭
池
の
カ
イ
ツ

ブ
リ
は
皆
、
写
真
の
よ
う
に
非
繁
殖

羽
で
す
。
こ
の
冬
に
子
育
て
を
す
る

カ
イ
ツ
ブ
リ
は
な
さ
そ
う
で
す
。

井の頭かんさつ会代表。毎月自然観察会を開催。
池の外来魚問題にも取り組む。

井の頭かんさつ会  田中 利秋

今月の
はな子

『いのけん』  講座
答え合わせ

問題1

問題2
答え：ｃ)カルガモ
解説：カルガモは一年中い
る留鳥で、井の頭池や神田川
で子育てをします。初夏、可
愛いヒナをたくさん連れた
親子を見ることができます。

答え：ａ）２分の１
解説：井の頭池の全水量約
６万トンに対して、湧き水は
１日約３万トンもありまし
た。2 日で水が入れ替わる計
算です。水が澄み切っていた
わけですね。

　　特設展示
●「Wonder Hut Returns ～どうぶつのふしぎがいっぱい」
　１月２日（月）～11月25日（日）
　場所：本園 資料館
●「メダカが教えてくれること」
　2011年12月13日（火）～2012年２月19日（日）
　場所：分園 水生物館 特設展示会場
  お正月イベント
●年間パスポートキャンペーン
　１月２日（月）～１月31日（火）（休園日を除く）
　※売店・カフェで年間パスポートをご呈示いただくと、５％割引に！
●園長と動物がお出迎え
　１月２日（月）、３日（火）　11：30～ 12：00
●辰年クイズラリー「どうぶつえん龍伝説」
　2011年12月17日（土）～2012年１月８日（日）　各日 ９：30～
●新春くるみくじ
　１月２日（月）、３日（火）　各日12：00～　各日 先着100名
●新春・浅草雑芸団
　１月２日（月）　11：00～ 15：15

●武蔵野吉祥七福神めぐり
　１月１日（日・祝）～１０日（火）

●第80回 「冬鳥」
　1月29日（日）　9：30～ 12：00
●第81回  「冬の樹木」
　2月25日（土）　10：00～ 12：00

井の頭かんさつ会　田中 利秋
井の頭自然文化園飼育展示係長　山本 藤生

　寒い季節がやってきました。日本最高齢（65歳）のおばあちゃん
ゾウのはな子が寒さに負けず元気で暮せるように飼育係がいろいろと
工夫をしています。秋までは毎朝8時半に運動場に出していました
が、冬の間は少しでも気温が上がってからということで9時半に「勤
務開始」しています。また、戻す時間も早めにし、特に寒い日はお昼
には暖房の効いた部屋に収容するようにしています。もちろん午後4
時までは室内展示場ではな子を観覧いただけますが、その室内も、ビ
ニールを張り巡らして隙間風を防いでいます。このような様々な冬支
度の下で、はな子がさらに長寿記録を更新できるよう、皆さんも応援
してください。

生き物たち
井の 頭 公 園 の井の頭自然文化園

井の頭恩賜公園

井の頭かんさつ会

詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/ino/index.html

はな子の寒さ対策

（たなか としあき）

コ
イ
太
郎
の
ね
が
い
を
聞
い
た
べ
ん
て
ん
さ
ま
は

「
こ
の
池
か
ら
流
れ
出
す
神
田
川
を
下
っ
て
ご
ら

ん
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

大
よ
ろ
こ
び
で
神
田
川
に
流
れ
出
す
水
門
ま
で

や
っ
て
来
た
コ
イ
太
郎
が
、
そ
の
水
門
に
ア
ミ
が

か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
困
っ
て
い
る
と
、
近
く
に
い

た
カ
メ
吉
が
「
僕
が
て
つ
だ
う
か
ら
く
ぐ
り
抜

け
て
。」
と
ア
ミ
を
も
ち
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

コ
イ
太
郎
は
や
っ
と
神
田
川
へ
出
ら
れ
ま
し
た
。

絵
と
文
　
せ
の
う
さ
ち
こ

せのうさちこ 1975年 盛岡市で生まれる。小6で三鷹へ転校。
 アニメ動画から絵本に進む。三鷹市在住

臨機応変 賢いカモ

事前申し込みが必要です。
詳細や申し込み方法はHP http://www.kansatsukai.net/ に載せます。

詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.musashino-cci.or.jp/

ブルームダスター・カンさん（ブルースシンガー）

アートマーケッツは、主に土日祝日に開催しています。　　※ 1月1・2日は開催しません。

新春を祝う「春駒」や「大黒舞」、物売り芸「バナナの叩き売り」「ガマの油売り」など
日本の伝統的な大道芸の数々を、浅草雑芸団のみなさんが園内各所で披露します。

年末年始の開園日

▲

年末年始のお休みは、12月29日（木）～翌年１月１日（日）

　昨年10月29日(土)・30日(日)、井の頭恩賜公園の100歳の誕生日
に向けてカウントダウンするお祭り「井の頭100祭」が開催されました。
野外ステージを中心に、アートマーケッツキャストの皆さんや地元で活
躍されている皆さんにより、多彩なプログラムが繰り広げられました。
2017年まで毎年開催していきます。みんなでお祝いしていきましょう。
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井の頭恩賜公園
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『井の頭100祭』が
開催されました

毎年カウントダウンでやりま～す！

ぼくはオナガガ
モのオスです

オス オス

オス

メス小田原 澪（おだわら みお） 編集者・ライター。フィールドは多摩。三鷹市在住



私
と
井
の
頭
公
園
そ
の
2

第2話

古紙配合率100％再生紙を使用しています

井の頭恩賜公園の歩み

？！

2 枚目

よみがえれ井の頭池 2
『いのきちさん』について

池
の
名
づ
け
親
は
、

三
代
将
軍
家
光
だ
っ
た

針
葉
樹
が
う
っ
そ
う 

深
山
幽
谷
の
様
相

　

江
戸
時
代
、
こ
の
辺
り
一
帯
は
幕
府
の
「
お
鷹
場
」

で
、
「
御
殿
山
」
の
地
名
も
、
徳
川
家
光
が
鷹
狩
り
の
際

に
宿
所
を
設
け
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

江
戸
幕
府
の
公
式
記
録
『
徳
川
実
紀
』
に
は
、
寛
永
2

年
（
1
6
2
5
年
）
、
家
光
一
行
が
こ
の
辺
り
で
遊
猟

し
、
鹿
43
頭
を
仕
留
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
家
光

が
池
に
も
立
ち
寄
っ
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
え
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
家
光
が
「
井
之
頭
」
の
名
づ
け
親
だ
っ
た

と
い
う
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
弁
財
天
の
持
ち
寺
で
あ
る

大
盛
寺
の
記
録
『
神
田
御
上
水
井
之
頭
弁
財
天
略
縁
起
』

に
は
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
お
寺

の
記
録
。
公
式
な
史
実
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
で
す
。

　

18
世
紀
後
半
に
こ
こ
を
訪
れ
た
地
理
学
者
の
古
河
古
松

軒
（
ふ
る
か
わ
こ
し
ょ
う
け
ん
）
も
、
「
由
緒
が
あ
る
と

い
う
け
れ
ど
弁
天
堂
の
祠
も
修
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
井
之

頭
と
彫
っ
た
コ
ブ
シ
の
木
片
も
す
で
に
な
い
か
ら
『
略
縁

起
』
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
わ
し
い
」
と
『
四
神
地

名
録
』
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

で
も
面
白
い
こ
と
に
、
大
正
8
年
（
1
9
1
9
年
）
発

行
の
『
東
京
市
史
稿
水
道
篇
』
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
に
、

家
光
が
彫
っ
た
と
さ
れ
る
木
片
と
、
家
康
が
寄
贈
し
た
と
さ

れ
る
茶
臼
が
写
っ
て
い
る
の
で
す
。
さ
て
、
こ
れ
は
本
物
か

偽
物
か
？
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
正
13
年（
1
9
2
4
年
）

の
火
災
で
木
片
は
弁
天
堂
と
と
も
に
焼
失
し
、
茶
臼
は
現

在
も
お
堂
に
保
管
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
非
公
開
。
も

ち
ろ
ん
伝
説
の
真
偽
は
知
る
よ
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
家
光
の
命
名
説
が
記
さ
れ
た
石
碑
が
、
弁

天
堂
か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
石
碑
を
寄

進
し
た
の
は
、
『
深
川
水
船
組
合
』
で
、
明
治
26
年

（
1
8
9
3
年
）
の
こ
と
。
「
水
船
組
合
」
っ
て
何
？ 

そ
れ
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
石
碑
を
？…

…

と
い
う
お
話

は
、
ま
た
の
機
会
に
！

　

も
う
75
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
5
歳
く
ら
い
か
ら
井
の
頭
公
園
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
僕
の
遊
び
場
で
し
た

ね
。
当
時
の
井
の
頭
公
園
の
形
そ
の
も
の
は
、
今
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
け
ど
、
木
が
違
う
。
針
葉
樹
が
う
っ
そ
う

と
し
て
い
た
ん
で
す
。
湖
面
に
霧
が
す
う
っ
と
流
れ
て
い
て
ね
、
そ
れ
は
ま
さ
に
深
山
幽
谷
の
様
相
で
し
た
よ
。

そ
れ
が
、
昭
和
19
年
20
年
に
伐
採
が
あ
り
、
戦
後
、
今
の
よ
う
な
広
葉
樹
が
植
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
伐
採
し
た

木
は
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
の
棺
お
け
に
使
わ
れ
た
、
と
い
う
う
わ
さ
は
多
分
本
当
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
と
ね
、
や
は
り
池
の
水
。
と
に
か
く
き
れ
い
だ
っ
た
。
七
井
橋
か
ら
池
の
中
を
の
ぞ
き
込
む
と
ね
、

池
の
水
が
川
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
水
草
で
分
か
る
ん
で
す
よ
、
た
な
び
い
て
い
る
か
ら
。
多
分

湧
き
水
が
強
く
噴
き
出
し
て
流
れ
を
作
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
そ
れ
は
そ
れ
は
き
れ
い
で
し
た
。

　

池
で
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
捕
り
ま
し
た
よ
。
エ
ビ
、
タ
ナ
ゴ
、
ク
チ
ボ
ソ
、
ダ
ボ
ハ
ゼ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ

ウ
、
そ
れ
と
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
も
い
た
な
あ
。
ひ
ょ
う
た
ん
池
の
す
ぐ
先
の
神
田
川
で
は
ウ
ナ
ギ
も
捕
れ
た
ん

で
す
よ
。
釣
糸
に
絡
み
付
い
て
ね
、
び
っ
く
り
し
た
。
そ
れ
と
イ
モ
リ
、
お
腹
が
赤
い
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
で

す
。
気
味
が
悪
い
の
が
釣
れ
て
し
ま
っ
て
怖
か
っ
た
け
ど
、
今
思
え
ば
一
番
の
思
い
出
か
な
。（
笑
）

　

戦
時
中
は
空
襲
が
あ
り
ま
し
て
ね
、
何
発
も
池
や
周
辺
に
落
ち
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
も
時
限
爆
弾
で
ね
、

夜
の
空
襲
（
編
集
者
注
）
の
後
、
朝
に
な
っ
て
避
難
先
か
ら
家
に
戻
っ
た
ら
公
園
の
方
か
ら
ボ
ン
ボ
ン
と
爆

発
音
が
し
て
土
煙
が
見
え
る
の
で
す
よ
。
戦
後
し
ば
ら
く
は
不
発
弾
処
理
が
続
き
ま
し
た
ね
。

　

物
心
つ
い
て
か
ら
75
年
間
。
こ
の
ま
ち
に
井
の
頭
公
園
が
な
い
と
し
た
ら
寂
し
い
で
す
ね
。
こ
こ
最
近
の
吉

祥
寺
の
人
気
は
井
の
頭
公
園
の
存
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
よ
、
そ
れ
だ
け
に
、
昔
の
よ
う
に

き
れ
い
な
池
に
戻
っ
て
欲
し
い
し
、
あ
の
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
に
も
会
い
た
い
と
思
う
け
ど
、
無
理
だ
ろ
う
な
。

で
も
、
今
日
も
女
房
と
公
園
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
ね
。（
談
）

　
　
　
　

 

（
株
式
会
社
ら
か
ん
ス
タ
ジ
オ 

取
締
役
会
長
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文　

川
井 

信
良
）

編
集
者
注  

（
一
九
四
五
年
）四
月
二
日
未
明
に
行
わ
れ
た
夜
間
空
襲
は
、

（
略
）「
夜
間
精
密
爆
撃
」
の
一
つ
で
あ
り
、
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
を

「
第
一
目
標
」
と
す
る
作
戦
で
あ
っ
た
。（
略
）
犠
牲
者
は
二
五
〇
名
以
上

に
及
ん
だ
。（
略
）
こ
の
空
襲
に
つ
い
て
は
、
大
量
の
「
照
明
弾
」
な
ら
び

に
「
時
限
爆
弾
」
を
使
用
し
て
い
る
。

『
戦
時
下
の
武
蔵
野
Ⅰ
』
牛
田
守
彦
著
／
ぶ
ん
し
ん
出
版
刊 

よ
り

　

去
る
11
月
13
日
（
日
）
、
魚
の
お
引
越
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
西
園
の
プ
ー
ル
か
ら
ひ
ょ
う
た
ん
池

に
移
住
し
た
の
は
、
モ
ツ
ゴ
約
1
2
0
0
匹
、
ト

ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
約
2
0
0
匹
、
ヤ
ゴ
約
30
匹
。

　

こ
れ
ら
の
水
生
生
物
は
、
2
0
0
8
年
に
井
の

頭
か
ん
さ
つ
会
が
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
な
ど
の
外
来
生
物
の
脅
威
か
ら
保
護
す
る
た
め

に
、
長
年
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
プ
ー
ル
に
井
の

頭
池
か
ら
避
難
さ
せ
た
も
の
。
そ
の
時
は
モ
ツ
ゴ

58
匹
、
ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
4
匹
だ
け
で
し
た
が
、

そ
れ
が
こ
こ
ま
で
増
え
て
い
た
の
で
す
。

　

今
回
の
大
引
越
は
、
プ
ー
ル
が
取
り
壊
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
複
数
の
団
体
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
す
る
『
井
の
頭
外
来
生
物
問
題
協
議
会
』

が
8
月
か
ら
議
論
し
、
周
到
な
準
備
を
重
ね
て
実

現
。
移
住
先
の
ひ
ょ
う
た
ん
池
に
は
、
ブ
ル
ー
ギ

ル
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
、
事

前
に
透
水
シ
ー
ト
の
遮
蔽
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
く
を
通
っ
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
、
モ
ツ
ゴ
が
群

れ
泳
ぐ
姿
を
の
ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ
い
！

　
春
の
井
の
頭
公
園
と
い
え
ば
桜
で
有

名
で
す
が
、
歴
史
的
に
注
目
し
た
い
樹

木
の
ひ
と
つ
に
コ
ブ
シ
も
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
先
駆
け
、
池
端

の
あ
ち
こ
ち
に
白
い
可
憐
な
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

　
伝
説
で
、
三
代
将
軍
家
光
が
「
井
之

頭
」
と
小
柄
で
彫
り
つ
け
た
と
さ
れ
る

の
が
、
こ
の
コ
ブ
シ
の
樹
。
そ
れ
が
池

の
名
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

… 井の頭池の湧き水が豊富だった時代、１日の湧き水量は池の全水量の何分の１ぐらいあったか？
　 ａ）２分の１　　ｂ)６分の１　　ｃ)12 分の１

答えは裏の面にあります。

『いのけん』  　　　　 講座

鈴
木 

育
男 

（
武
蔵
野
市
在
住
）

（井の頭公園検定）
現在、NPO法人みたか都市観光協会と武蔵野市観光推進機構の共同主催で、
第 1回井の頭公園検定（通称『いのけん』）の実施準備が進んでいます。
『いのきちさん』で誌上講座を連載しますので挑戦してくださいネ。

在
来
種
の
魚
た
ち
が

ひ
ょ
う
た
ん
池
に
お
引
越
！

『四神地名録』は、古河古松軒
が幕府の依頼で江戸近郊の地
理・歴史情報をまとめた書物。

写真提供：国立公文書館『東京市史稿水道篇』に掲載されている茶臼と木片の写真。　写真提供：国立公文書館

▲ 西園のプールから引越

（3級）

（3級）

問題1

問題2

▼

　都立井の頭恩賜公園が2017年5月に開園100
周年を迎えます。『いのきちさん』は、もうすぐ100
歳を迎える井の頭公園に、感謝の気持ちを込めて、地
域の市民と企業と団体の協力により発刊された100
周年カウントダウン新聞です。名称は井の頭公園の
「いの」、隣接する吉祥寺の「きち」、井の頭池が市
内となる三鷹市の三「さん」を並べたものです。

（当面隔月発行となります。）

安
田 

知
代

安
田 

知
代
（
や
す
だ 

と
も
よ
）

編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
。
『
井
の
頭
公
園
＊
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

『
懐
か
し
の
吉
祥
寺  

昭
和
29
・
40
年
』
編
著
。
「
ま
ち
エ
ネ
＋
＋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

主
宰
（w

w
w
.tassetasse.jp

）
。

写真  古賀 親宗（こが もとのり）
1983年 福岡県柳川市生まれ。三鷹市在住のフォトグラファー。

『いのきちさん』を置いていただける所を募集しています。

http://www.inokichisan.com/
… 井の頭で子育てするカモは次のどれ？
　 ａ）オナガガモ　　ｂ)コガモ　　ｃ)カルガモ

!?

『いのきちさん』のホームページができました！更新中！

スマートフォン対応


